
 
 

 

✧✧✧ 「平成２０年８月末豪雨」について 
 
 気象庁では、大きな災害をともなった顕著な異常現象（気象・地震など）に、特別な名称を与
えています（過去２年間では、平成１８年豪雪、平成１８年７月豪雨、平成１９年能登半島地震、
平成１９年新潟県中越沖地震）。本年８月２６日（火）から３１日（日）に発生した豪雨は、本州
の各地に、記録的な短時間雨量等を記録しました。気象庁は、９月１日（月）に、この豪雨を「平
成２０年８月末豪雨」と命名しました。 
 
 ８月２６日、前線を伴った低気圧が東シナ海を東に進み九州南部に接近し、翌２７日にかけて、
西日本の太平洋側を中心に南から暖かく湿った空気が流れ込み大雨となりました。また、２８日
から３１日にかけて、この低気圧が日本の南海上に進み、本州付近に停滞した前線に向かって南
から非常に湿った空気が強く入り込み大気の状態が不安定になり、東海、関東、中国および東北
地方などで局地的に短時間の非常に激しい記録的な豪雨をもたらしました。 
 
 愛知県岡崎市では２９日の午前 1 時から 2 時までの間に 1 時間雨量が 146.5 ミリに達し、観測
史上 1 位を更新するなど、時間雨量の記録更新となった地点が 20 ヶ所を超えました。 
 
 
 
 
 
                            愛知県地方の８月２８日 08 時～

30 日 21 時の総降水量（ｍ／ｍ） 
 
                            （名古屋地方気象台の愛知県気象速報 

                             第 1 号（9月 1日）より） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 気象庁では、この豪雨について「異常気象分析検討会」の委員（主に国内の学識専門家）の協
力などにより、以下のように現象を解析するともに、その発生要因の分析を行いました。 
 
【現象の解析結果】 
Ａ）東アジアでは、上空の偏西風が蛇行しやすい状況が続いた。 
 ①盛夏期においても、偏西風の蛇行に伴って朝鮮半島付近で気圧の谷が深まったため、本 
  州の日本海沿岸を寒気が周期的に通過し、通過時には大気の状態が非常に不安定となった。 



 
 

 ②８月上旬や下旬には、日本の南海上に、偏西風の蛇行が強まって取り残された上空の寒 
  気が停滞した。 
 ③偏西風の蛇行が強まった８月下旬には、上空の気圧の尾根の発達とともに、日本の東海 
  上で高気圧が発達した。 
 
Ｂ）日本付近は、７月末以降、下層に暖湿流が流れ込みやすい状況となった。 
 ①８月上旬や下旬には、日本の南海上は上空の寒気に伴って低圧部となり、東海上の高気 
  圧との間を吹く下層の暖湿流が本州付近に流れ込むことがたびたび見られた。特に、８ 
  月下旬には、この低圧部が強まるとともに、南東からの暖湿流も強まった。 
 ②７月末や８月中旬に前線が日本海を南下した際には、東シナ海方面から暖湿流が流れ込 
  んだ。 
【特徴的な大気の流れをもたらしたと推測される要因】  
Ａ）偏西風の蛇行の持続 
 ①２００８年は夏を通して偏西風が蛇行しやすい状況が続いた。春に東シベリアの気温が 
 高いと、その夏に東アジアで偏西風が蛇行しやすいという研究結果もあり、このような傾 
 向が出現した可能性がある。 
 ②８月下旬には日本付近で偏西風の蛇行が強まった。これには、寒帯前線ジェットに沿っ 
 た波長数千 km の波の伝播が影響していたと考えられる。 
 
Ｂ）８月下旬の日本南海上の低圧部の強まり 
 ①日本が暑夏になるケースとして、フィリ 
 ピン付近の活発な対流活動を伴う低気圧が 
 日本付近の高気圧を強めるという仕組みが 
 良く知られているが、８月下旬にはその逆 
 のパターンが見られ、フィリピン付近の高 
 気圧の発達とともに、日本の南海上の低圧 
 部が強まった。 
②フィリピン付近の高気圧の発達には、同 
 時期に活発化したインドネシア付近の対流 
 活動が影響したと考えられる。また、この 
 対流活動には、西部太平洋赤道域の高い海 
 面水温と中部太平洋赤道域の低い海面水温 
 のコントラストが影響を与えた可能性が大 
 きい。  
③２００８年は、夏を通してフィリピン付 
 近で高気圧が強まることが多かった。これ 
 には、インド洋西部から中部にかけての高 
 い海面水温等、インド洋東部から太平洋に 
 かけての低い海面水温分布が影響を与えた    図：「平成 20 年 8 月末豪雨」等をもたらした大気の 
 可能性が考えられる。               流れの特徴 
                             （気象庁ホームページほかより） 
 




